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＊ T O P I C S 市政トピックス

統
一
ル
ー
ル
づ
く
り
に
向
け
て
検
討
ス
タ
ー
ト

都
市
計
画

市
の
土
地
利
用
の
管
理
手
法
は
、
現
在
も
旧
町
村
ご
と
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ル
の
統
一
に
向
け
て
、
本
格
的
な
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

穂高広域施設組合

　
市
で
は
、
土
地
利
用
の
統
一

し
た
ル
ー
ル
づ
く
り
に
向
け
、
「
土

地
利
用
構
想
調
査
専
門
委
員
会
」

を
組
織
し
ま
し
た
。

　
専
門
委
員
会
は
、
土
地
利
用

の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
進
め
方
や

手
法
の
検
討
、
市
民
の
合
意
形

成
の
図
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
調
査
し
、

市
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
組

織
で
す
。

　
委
員
は
、
東
京
農
工
大
学
地
域

生
態
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
の
亀

山
章
さ
ん
を
座
長
に
、
東
京
大
学

都
市
工
学
科
教
授
の
大
方
潤
一
郎

さ
ん
、
Ｃ
│
ま
ち
計
画
室
代
表
で

横
浜
国
立
大
学
講
師
の
柳
沢
厚

さ
ん
、
平
林
市
長
の
４
人
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

　
７
月
４
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た

第
１
回
専
門
委
員
会
で
は
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
検
討
体
制
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

市
民
を
主
体
に
し
た
「
土
地
利
用
市

民
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
市
民

の
意
見
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
住
環
境
の
現

状
や
土
地
利
用
に
か
か
わ
る
意
識
を

調
査
す
る
も
の
で
、
全
世
帯
を
対
象

に
、
今
回
の
広
報
と
共
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
、
心
い
や
さ
れ

る
景
観
が
安
曇
野
市
の
財
産
で
あ
る

こ
と
は
、
多
く
の
市
民
の
共
通
認
識

で
す
。
安
曇
野
の
景
観
を
守
り
育
て

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
大
変
重
要
な
調
査

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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ス
リ
ム
で
柔
軟
な

組
織
の
構
築
な
ど
答
申

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
青

柳
和
水
会
長
）
は
８
月
28
日
、
医
療

費
の
自
己
負
担
と
出
産
育
児
一
時
金

に
関
す
る
答
申
を
平
林
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
国
の
医
療
制
度
改
正

に
伴
い
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

70
歳
以
上
の
人
（
前
年
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
対
象
）
の

医
療
費
の
自
己
負
担
を
現
在
の
２
割

か
ら
３
割
負
担
に
す
る
ほ
か
、
出
産

育
児
一
時
金
の
額
を
30
万
円
か
ら
35

万
円
に
す
る
内
容
で
す
。

　
い
ず
れ
も
市
議
会
の
審
議
を
経
て
、

10
月
１
日
か
ら
適
用
と
な
る
予
定
で
す
。

　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
白
澤
亀

内
会
長
）は
8
月
29
日
、平
林
市
長
に

「
安
曇
野
市
行
政
改
革
の
推
進
に
つ

い
て
」
と
し
、
答
申
し
ま
し
た
。
　
　

　
答
申
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
根
底
に
置
き
、
健

全
な
財
政
基
盤
の
確
立
で
は
、
行
政

内
部
で
の
不
断
の
経
費
節
減
を
求

め
る
と
と
も
に
、
市
税
等
の
納
付
環

境
の
整
備
を
含
む
、
収
納
率
向
上
に

向
け
て
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
人
事
・
組
織
の
面
で
は
、職
員
の
能

力
を
高
め
る
た
め
の
「
人
材
育
成
基

本
方
針
」の
策
定
と
、現
在
の
職
員
構

造
を
是
正
し
、
人
材
の
計
画
的
な
確

保
を
目
指
す「
定
員
適
正
化
計
画
」の

早
急
な
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
機

関
で
あ
る
総
合
支
所
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便
性
の
確
保

と
組
織
の
簡
素
化
を
目
指
し
、
そ
の

業
務
内
容
を
◆
窓
口
業
務
◆
地
域

の
住
民
生
活
に
直
接
係
る
行
政
分

野
◆
住
民
組
織
や
住
民
の
自
主
的

な
活
動
を
支
援
し
、
住
民
と
協
働
す

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
し
、「
市
民

に
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
総

合
支
所
」の
実
現
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
は
、公
募
委
員
な
ど
15

人
で
構
成
さ
れ
、５
月
に
市
長
か
ら

諮
問
を
受
け
た
６
項
目
に
つ
い
て

検
討
・
審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
答
申
を
踏
ま
え
、

市
行
財
政
改
革
大
綱
と
そ
の
行
動

計
画
と
な
る
行
政
経
営
改
革
プ
ラ

ン
の
素
案
を
作
成
し
、素
案
段
階
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

国
保
負
担
・
出
産

一
時
金
見
直
し
を
答
申

行革推進委・国保運営協

答申まとまる
市行政改革推進委員会と国民健康保険運営協議会は、

今後の市の施策について、それぞれ答申しました。

◆市民との協働による市政の推進

広報紙等の迅速かつ確実な配布体制の整備、

市内外に向けたホームページの充実、パブ

リックコメントなど広聴制度の体系的整備。

◆健全な財政基盤の確立

コンビニエンスストアでの納付など効率的

な収納体制の確立と収納率の向上、施設使

用料などにおける受益者負担の適正化、各

種補助金の見直し。

◆スリムで柔軟な組織・人事体制の構

　築と人事管理・給与の適正化

職員の意識改革と人材育成基本方針の策定、

定員適正化計画の策定、市民に分かりやす

く使いやすい総合支所の実現。

◆業務の効率化と

　公共施設の効果的な利用

アウトソーシング（業務の外部化）の多面

的な検討と計画的な導入。指定管理者導入

拡大によるサービスの向上、施設の効率的

な利用。

行政改革推進委の答申（抜粋）

→
平
林
市
長
に
答
申
書
を
手
渡
す

　
白
澤
亀
内
会
長
と
浅
川
文
彬
副
会
長


